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問�

　

遠
野
市
内
の
森
林
の
現

状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

近
年
の
社
会
情
勢
の
変

化
な
ど
様
々
な
要
因
に
よ

り
、
木
材
価
格
の
低
迷
や

伐
期
を
迎
え
た
山
林
の
手

入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
荒

廃
し
て
い
る
所
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

問�

　

第
二
次
遠
野
市
農
林
水

産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の
林
業

振
興
策
に
お
け
る
目
標
と

達
成
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

里
山
美
林
の
推
進
事
業

（
森
林
整
備
や
造
林
面
積
、

松
く
い
虫
被
害
木
の
駆

除
）
は
、
年
次
計
画
通
り

に
概
ね
達
成
さ
れ
た
。
ま

た
、
木
工
団
地
の
売
上
目

標
額
34
億
円
も
１
０
０
％

達
成
と
森
林
整
備
の
推
進

に
成
果
が
あ
っ
た
。

　

一
方
で
、
原
木
し
い
た

け
生
産
振
興
は
、
福
島
第

一
原
発
事
故
に
よ
る
放
射

性
物
質
の
影
響
に
よ
り
出

荷
制
限
が
あ
っ
た
た
め
未

達
成
。

問�

　

林
業
の
六
次
産
業
化
の

可
能
性
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。
ま

た
、
林
家
や
工
務
店
等
を

初
め
と
し
た
関
係
団
体
間

の
連
携
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

木
工
団
地
内
の
事
業
体

の
中
堅
社
員
が
中
心
と
な

り
「
森
林
の
再
生
を
考
え

る
会
」
を
立
ち
上
げ
、
自

発
的
に
団
地
内
の
環
境
整

備
を
図
り
な
が
ら
、
事
業

体
間
の
連
携
と
活
性
化
に

取
り
組
む
機
運
が
高
ま
っ

て
い
る
。

問�

　

こ
の
事
業
の
目
的
は
、

遠
野
市
の
豊
富
な
森
林
資

源
を
燃
料
と
し
て
有
効
活

用
し
、
地
域
経
済
の
循
環

を
促
す
こ
と
を
確
認
す
る

と
い
う
も
の
で
、
総
事
業

費
約
６
億
円
、
実
験
期
間

３
か
年
（
Ｈ
26
～
Ｈ
28
）

で
あ
っ
た
が
、
実
験
の
成

否
は
。

答
（
市
長
）�

　

チ
ッ
プ
生
産
と
熱
源
供

給
と
し
て
、
た
か
む
ろ
水

光
園
に
整
備
し
た
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
は
順
調
に
稼
働

し
て
い
る
。
一
方
で
、
枝

葉
や
バ
ー
ク
等（
木
の
皮
）

を
燃
料
に
す
る
大
型
ボ
イ

ラ
ー
は
、
実
験
目
標
と
成

果
検
証
は
確
認
で
き
た
も

の
の
、
目
標
値
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
確
保
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
コ
ス
ト
削

減
と
波
及
効
果
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
証
す
る
。

問�
　

実
証
で
購
入
し
た
、
高

額
な
機
械
や
チ
ッ
プ
ヤ
ー

ド
は
現
在
ど
の
よ
う
に
活

用
さ
れ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

実
証
後
も
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
活
用
推
進
の
た
め

チ
ッ
パ
ー
や
ボ
イ
ラ
ー
な

ど
新
た
な
仕
組
み
の
中
で

継
続
活
用
中
で
あ
る
。

林
業
振
興
対
策
を
問
う

木質バイオマスエネルギー
推進事業の実証実験結果は

佐々木 大三郎  議員

一問一答方式

問�

　

遠
野
市
の
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
の
策
定
の
見
込

み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。答

（
市
長
）�

　

遠
野
市
総
合
計
画
、
次

期
総
合
計
画
、
実
施
計
画

を
見
据
え
な
が
ら
、
早
期

の
策
定
を
検
討
し
た
い
。

問�

　

自
然
災
害
等
の
被
害
予

測
と
し
て
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
遠
野
市
で

は「
防
災
マ
ッ
プ
」を
各
世

帯
に
配
布
し
て
い
る
。
紙

ベ
ー
ス
だ
け
で
な
く
ｗ
ｅ

ｂ
化
し
、
防
災
情
報
を
強

化
す
る
こ
と
を
考
え
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
全
地
域
で
防
災
訓

練
を
実
施
し
、
意
識
の
向

上
を
働
き
か
け
て
い
る
。

今
後
は
、
遠
野
テ
レ
ビ
の

デ
ー
タ
放
送
と
連
携
し
た

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の

ア
プ
リ
の
導
入
を
進
め
な

が
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
ｗ
ｅ
ｂ
化
も
検
討
し
て

い
き
た
い
。

問�

　

災
害
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
、
防
災
行
政
無
線
の
デ

ジ
タ
ル
化
整
備
の
進
捗
状

況
は
。

答
（
市
長
）�

　

既
存
の
ア
ナ
ロ
グ
防
災

行
政
無
線
は
、
設
備
の
老

朽
化
と
無
線
設
備
の
技
術

基
準
改
正
に
よ
り
、
デ
ジ

タ
ル
化
整
備
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
各
種
の
調

査
と
設
計
を
完
了
し
工
事

の
工
程
を
作
成
す
る
。
工

事
は
、
来
年
度
か
ら
３
年

計
画
で
、
親
局
整
備
や
中

継
局
、
野
外
拡
声
子
局
の

整
備
を
順
次
行
う
計
画
で

あ
る
。

問�

　

国
土
強
靭
化
に
係
る
、

市
内
河
川
や
道
路
等
の
点

検
や
修
繕
保
全
対
策
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

パ
ト
ロ
ー
ル
で
被
害
を

発
見
し
た
際
は
、
速
や
か

に
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

維
持
修
繕
工
事
で
の
対
応

が
必
要
な
場
合
は
、
予
算

の
範
囲
内
で
工
事
を
速
や

か
に
行
っ
て
い
る
。

　

橋
梁
は
５
年
に
一
度
の

定
期
点
検
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
お
り
、
今
年

度
で
全
て
４
４
９
橋
の
点

検
が
完
了
す
る
。

問�

　

農
業
生
産
物
に
付
加
価

値
を
付
け
販
売
す
る
べ
く

六
次
産
業
化
で
は
、
商
品

化
開
発
が
大
切
で
あ
り
、

「
六
次
産
業
の
拠
点
」
づ

く
り
を
各
町
単
位
に
設

け
、
積
極
的
な
支
援
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
と
し
て
は
、
商

品
開
発
過
程
に
お
い
て

は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー
の

調
理
実
習
室
な
ど
の
施
設

を
有
効
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

菊池 巳喜男  議員

市
の
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
策
定
は

積
極
的
な
六
次

産
業
化
に
取
り

組
む
べ
き
で
は

な
い
か

一問一答方式

その他の質問

◦�第三セクター改革
の推進について

トラクターを動力源とする移動式チッパーは、
林地の間伐材や支障木を現地でチップ化する。

みちのくアラート 2018で山林火災消火訓練の様子

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）


